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2024年12月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
（公認会計士等による期中レビューの完了） 

 
 

当社は、2024年10月28日に2024年12月期第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）を開示いたしました

が、四半期連結財務諸表について、公認会計士等による期中レビューが完了しましたのでお知らせいたしま

す。当該期中レビューにつきましては、本日付の取締役会決議により決定された当社株式の売出しに関連し

て実施したものです。 

なお、2024年10月28日に発表した四半期連結財務諸表について変更はありません。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意: この文書は、いかなる証券についての投資募集行為の一部をなすものではありません。この文書は、2024年12月期第３四半期決算短信〔日本基

準〕（連結）（公認会計士等による期中レビューの完了）に関して一般に公表するための記者発表文であり、投資勧誘を目的として作成されたも

のではありません。投資を行う際は、必ず当社が作成する株式売出目論見書及び訂正事項分（作成された場合）をご覧いただいた上で、投資家ご

自身の判断でなさるようお願いいたします。また、この文書は、米国における証券の募集を構成するものではありません。米国1933年証券法に基

づいて証券の登録を行うまたは登録の免除を受ける場合を除き、米国内において証券の募集または販売を行うことはできません。米国における証

券の公募が行われる場合には、米国1933年証券法に基づいて作成される英文目論見書が用いられます。当該目論見書は、当該証券の発行会社また

は売出人より入手することができますが、これには、発行会社及びその経営陣に関する詳細な情報並びにその財務諸表が記載されます。なお、本

件においては米国における証券の公募は行われません。 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期第３四半期 314,985 13.0 88,810 △2.3 81,641 △2.3 54,596 △6.9

2023年12月期第３四半期 278,529 △30.2 90,950 17.7 83,588 9.8 58,697 20.6

（注）包括利益 2024年12月期第３四半期 55,410百万円（△29.2％） 2023年12月期第３四半期 78,313百万円（56.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期第３四半期 71.72 71.72

2023年12月期第３四半期 77.14 77.11

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期第３四半期 2,834,350 799,408 27.5 1,024.67

2023年12月期 2,480,472 769,300 30.8 1,006.19

（参考）自己資本 2024年12月期第３四半期 780,357百万円 2023年12月期 765,656百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 － 23.00 － 27.00 50.00

2024年12月期 － 26.00 －

2024年12月期（予想） 28.00 54.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 590,000 32.1 157,000 7.4 150,000 9.1 98,500 4.0 129.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2024年12月期第３四半期の連結業績（2024年１月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

2024年10月28日付で開示したレビュー未了の第３四半期決算短信にて配当予想の修正を行っていますが、その予想

値からの修正はありません。

３．2024年12月期の連結業績予想（2024年１月１日～2024年12月31日）

2024年10月28日付で開示したレビュー未了の第３四半期決算短信にて業績予想の修正を行っていますが、その予想
値からの修正はありません。



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 有

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期３Ｑ 767,907,735株 2023年12月期 767,907,735株

②  期末自己株式数 2024年12月期３Ｑ 6,339,428株 2023年12月期 6,966,030株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年12月期３Ｑ 761,221,071株 2023年12月期３Ｑ 760,859,073株

※  注記事項

新規  4社  （社名）Ｈｕｌｉｃ　ＵＳＡ　＃１　ＬＬＣ、株式会社秋田ウインドパワー研究所、株式会社リソ

ー教育、西東京アセット合同会社、除外  1社  （社名）日本ビューホテル事業株式会社

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間の連結業績は、前連結会計年度及び当第３四半期連結累計期間に竣工、取得した物

件によりオフィス等の不動産賃貸収入は安定的に推移しております。また、販売用不動産の売上も順調に推移し

たことなどにより、営業収益は314,985百万円(前年同期比36,456百万円、13.0％増)、営業利益は88,810百万円

(前年同期比△2,139百万円、2.3％減)、経常利益は81,641百万円(前年同期比△1,947百万円、2.3％減)、親会社

株主に帰属する四半期純利益は54,596百万円(前年同期比△4,101百万円、6.9％減)となりました。

　各セグメントの経営成績は、次の通りであります。

（各セグメントの営業収益は、セグメント間の内部営業収益、振替高を含みます。）

（不動産事業）

　当社グループの中核事業は、東京23区を中心に、約250件（販売用不動産除く）の賃貸物件・賃貸可能面積約

119万㎡を活用した不動産賃貸事業であります。環境変化に対応した競争優位性のある高品質な賃貸ポートフォ

リオを構築する観点から、継続的な物件の入れ替えや耐震・環境配慮に優れた開発・建替の加速による優良アセ

ットの積み上げに取り組んでおります。また、開発・建替、バリューアッド物件のパイプラインを充実させ、出

口戦略の多様化により、安定的・継続的な開発利益と運用報酬の獲得にも取り組んでおります。

　当第３四半期連結累計期間における新規物件（固定資産）の取得につきましては、アルボーレ銀座（一部）

（東京都中央区）、キオクシア四日市工場（底地）（三重県四日市市）、ロクマルゲートＩＫＥＢＵＫＵＲＯ

（一部）（東京都豊島区）、アキバＣＯビル（東京都千代田区）及びヒューリック銀座一丁目昭和通りビル（東

京都中央区）などを取得いたしました。

　開発・建替事業（固定資産）につきましては、ヒューリックロジスティクス橋本（相模原市中央区）が2024年

７月に、ヒューリック将棋会館千駄ヶ谷ビル（東京都渋谷区）が2024年９月に竣工いたしました。

　また、（仮称）福岡ビル建替計画（福岡市中央区）、（仮称）三郷物流開発計画（Ⅰ期）（埼玉県三郷市）、

（仮称）銀座ビル建替計画（東京都中央区）、（仮称）札幌建替計画（２期工事）（札幌市中央区）、（仮称）

心斎橋開発計画（大阪市中央区）、（仮称）三郷物流開発計画（Ⅱ期）（埼玉県三郷市）、（仮称）新宿３１８

開発計画（東京都新宿区）、（仮称）青山ビル建替計画（東京都港区）及び（仮称）銀座五丁目開発計画（東京

都中央区）などが順調に進行しております。

　ＰＰＰ（パブリック・プライベート・パートナーシップ）事業につきましては、東京都と渋谷区実施の「都市

再生ステップアップ・プロジェクト（渋谷地区）渋谷一丁目地区共同開発事業」などが順調に進行しておりま

す。

　販売用不動産につきましては、ユニモちはら台（千葉県市原市）及び浦和ガーデンビル（さいたま市浦和区）

などを取得し、ＴＨＥ　ＨＵＢ　銀座ＯＣＴ（東京都中央区）及び多治見物流センター（岐阜県多治見市）など

を売却しております。

　このように、当セグメントにおける事業は順調に進行しており、前連結会計年度及び当第３四半期連結累計期

間に竣工、取得した物件によりオフィス等の不動産賃貸収入は安定的に推移したことに加え、販売用不動産の売

上も順調に推移したことなどから、当第３四半期連結累計期間の営業収益は269,387百万円(前年同期比21,925百

万円、8.8％増)、営業利益は93,287百万円(前年同期比△4,137百万円、4.2％減)となりました。

（保険事業）

　保険事業におきましては、連結子会社であるヒューリック保険サービス株式会社が、国内・外資系の保険会社

と代理店契約を結んでおり、法人から個人まで多彩な保険商品を販売しております。保険業界の事業環境は引き

続き厳しい環境にありますが、既存損保代理店の営業権取得を重点戦略として、法人取引を中心に営業展開をし

ております。

　この結果、当セグメントにおける営業収益は2,938百万円(前年同期比212百万円、7.7％増)、営業利益は953百

万円(前年同期比81百万円、9.2％増)となりました。
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・販売用不動産 107,813百万円増加（固定資産からの振替、物件の取得及び売却等）

・土地 120,238百万円増加（物件の取得及び販売用不動産への振替等）

・投資有価証券 52,678百万円増加（投資有価証券の取得、売却及び含み益の増加等）

（ホテル・旅館事業）

　ホテル・旅館事業におきましては、連結子会社であるヒューリックホテルマネジメント株式会社は「ＴＨＥ 

ＧＡＴＥ ＨＯＴＥＬ」シリーズ及び「ビューホテル」シリーズ、ヒューリックふふ株式会社は「ふふ」シリー

ズを中心に、ホテル及び旅館の運営をおこなっております。

　当第３四半期連結累計期間においては、引き続き国内・インバウンドとも好調に推移し、稼働・客室単価とも

高水準を維持しております。

　この結果、当セグメントにおける営業収益は36,912百万円(前年同期比6,014百万円、19.4％増)、営業利益は

1,988百万円(前年同期比1,210百万円、155.5％増)となりました。

（その他）

　その他におきましては、主に連結子会社であるヒューリックビルド株式会社が、当社保有ビル等の営繕工事、

テナント退去時の原状回復工事、新規入居時の内装工事を中心に受注実績を積み上げておりますほか、連結子会

社である株式会社リソー教育が進学学習指導等をおこなっております。

　この結果、営業収益は15,501百万円(前年同期比10,747百万円、226.0％増)、営業利益は1,619百万円(前年同

期比1,214百万円、300.3％増)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、2,834,350百万円となり、対前期末比で353,877百万円増加いたし

ました。当社グループにおきましては、環境変化に対応した競争優位性のある高品質な賃貸ポートフォリオを構

築する観点から、継続的な物件の入れ替えや耐震・環境配慮に優れた開発・建替の加速による優良アセットの積

み上げに取り組んでおります。

　また、ヒューリックリート投資法人及びヒューリックプライベートリート投資法人の中長期的な収益向上と優

良アセットの着実な積上げを実現するために、スポンサーとしてのサポートやバックアップにも努めておりま

す。

　主な項目の増減は以下の通りであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、2,034,942百万円となり、対前期末比で323,769百万円増加いたし

ました。これは主に、設備投資等に伴い、資金調達をおこなったことによるものであります。

　当社グループの借入金残高は1,141,298百万円となっておりますが、このうち特別目的会社（ＳＰＣ）のノン

リコースローンが30,000百万円含まれております。金融機関からの資金調達については、高い収益力を背景とし

て安定的に低コストで調達をおこなっております。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、799,408百万円となり、対前期末比で30,108百万円増加いたし

ました。このうち株主資本合計は、721,432百万円となり、対前期末比で14,637百万円増加しております。これ

は主に、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加及び配当金の支払による利益剰余金の減少

によるものであります。

　また、その他の包括利益累計額合計は、58,925百万円となり、対前期末比で63百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年12月期の連結業績予想については、2024年１月30日に公表いたしました連結業績予想を修正し、また、

予測が困難として開示をおこなわなかった営業収益（売上高）の業績予想を公表しております。

　詳細につきましては、2024年10月28日公表の「通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧く

ださい。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 82,878 104,357

受取手形、営業未収入金及び契約資産 8,992 11,373

商品 24 228

販売用不動産 263,089 370,902

仕掛販売用不動産 2,871 23

未成工事支出金 39 5

貯蔵品 373 430

その他 14,707 18,127

貸倒引当金 △4 △22

流動資産合計 372,973 505,426

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 235,329 235,987

機械装置及び運搬具（純額） 11,991 16,814

土地 1,316,801 1,437,039

建設仮勘定 42,755 37,827

その他（純額） 10,527 10,886

有形固定資産合計 1,617,405 1,738,554

無形固定資産

のれん 4,164 14,725

借地権 70,695 65,414

その他 3,079 28,708

無形固定資産合計 77,938 108,848

投資その他の資産

投資有価証券 328,463 381,142

差入保証金 47,384 51,921

繰延税金資産 947 1,682

退職給付に係る資産 752 681

その他 32,838 44,547

貸倒引当金 △0 △12

投資その他の資産合計 410,387 479,963

固定資産合計 2,105,731 2,327,365

繰延資産

繰延資産合計 1,768 1,558

資産合計 2,480,472 2,834,350

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 104,883 192,096

短期社債 － 174,886

１年内償還予定の社債 30,000 120,000

未払費用 4,523 6,963

未払法人税等 18,760 12,239

前受金 6,510 8,949

賞与引当金 532 1,472

役員賞与引当金 382 281

その他 19,715 13,327

流動負債合計 185,306 530,215

固定負債

社債 381,000 324,000

長期借入金 929,145 949,202

繰延税金負債 73,210 80,150

株式給付引当金 3,238 2,943

退職給付に係る負債 1,706 4,528

長期預り保証金 93,307 98,564

その他 44,257 45,335

固定負債合計 1,525,865 1,504,726

負債合計 1,711,172 2,034,942

純資産の部

株主資本

資本金 111,609 111,609

資本剰余金 137,731 137,738

利益剰余金 461,214 475,177

自己株式 △3,760 △3,094

株主資本合計 706,794 721,432

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,943 58,999

繰延ヘッジ損益 △436 △518

為替換算調整勘定 － 171

退職給付に係る調整累計額 355 271

その他の包括利益累計額合計 58,862 58,925

新株予約権 － 75

非支配株主持分 3,643 18,976

純資産合計 769,300 799,408

負債純資産合計 2,480,472 2,834,350
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年９月30日)

営業収益 278,529 314,985

営業原価 148,160 180,835

営業総利益 130,368 134,150

販売費及び一般管理費 39,418 45,339

営業利益 90,950 88,810

営業外収益

受取利息 43 52

受取配当金 1,944 2,290

持分法による投資利益 － 83

賃貸解約関係収入 210 1,075

その他 667 820

営業外収益合計 2,865 4,322

営業外費用

支払利息 8,605 9,584

持分法による投資損失 249 －

その他 1,372 1,906

営業外費用合計 10,226 11,491

経常利益 83,588 81,641

特別利益

投資有価証券売却益 21 5,445

匿名組合等投資利益 20 46

受取補償金 3,351 －

その他 200 53

特別利益合計 3,594 5,545

特別損失

固定資産除却損 540 2,382

建替関連損失 742 602

減損損失 540 116

段階取得に係る差損 － 2,792

その他 86 38

特別損失合計 1,910 5,932

税金等調整前四半期純利益 85,273 81,254

法人税、住民税及び事業税 27,642 26,720

法人税等調整額 △1,084 △815

法人税等合計 26,557 25,904

四半期純利益 58,715 55,349

非支配株主に帰属する四半期純利益 18 752

親会社株主に帰属する四半期純利益 58,697 54,596

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年９月30日)

四半期純利益 58,715 55,349

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19,666 270

繰延ヘッジ損益 △232 △81

為替換算調整勘定 － 171

退職給付に係る調整額 92 △96

持分法適用会社に対する持分相当額 71 △202

その他の包括利益合計 19,597 61

四半期包括利益 78,313 55,410

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 78,295 54,659

非支配株主に係る四半期包括利益 18 751

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　前第３四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日

　　至　2023年９月30日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

　　至　2024年９月30日）

減価償却費 12,256百万円 13,327百万円

のれんの償却額 579 816

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

の通りであります。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

不動産事業 保険事業
ホテル・
旅館事業

計

営業収益

外部顧客への

営業収益
241,809 2,726 30,681 275,217 3,312 278,529 － 278,529

セグメント間

の内部営業収

益又は振替高

5,652 － 216 5,869 1,441 7,311 △7,311 －

 計 247,461 2,726 30,898 281,086 4,754 285,840 △7,311 278,529

セグメント利益 97,424 872 778 99,075 404 99,480 △8,529 90,950

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事請負、設計・工事監理業

務等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△8,529百万円には、セグメント間取引消去665百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△9,194百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

不動産事業 保険事業
ホテル・
旅館事業

計

営業収益

外部顧客への

営業収益
262,434 2,938 36,696 302,070 12,915 314,985 － 314,985

セグメント間

の内部営業収

益又は振替高

6,952 － 215 7,168 2,586 9,754 △9,754 －

 計 269,387 2,938 36,912 309,238 15,501 324,740 △9,754 314,985

セグメント利益 93,287 953 1,988 96,229 1,619 97,848 △9,038 88,810

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年１月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事請負、設計・工事監理業

務及びこども教育事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△9,038百万円には、セグメント間取引消去696百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△9,734百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年11月14日

ヒューリック株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 福田　　慶久

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大久保　照代

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているヒューリック株式会社の2024年１月１日から2024年12

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年７月１日から2024年９月30日まで）及び第３四半期連結累

計期間（2024年１月１日から2024年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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